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                        活動銀河核のＣＣＤ分光観測
今村
和義
1. はじめに
1-1 目的
従来天体の分光観測は写真観測のため大口径望遠鏡が用いられることが一般的であった。しかし近年冷却 CCD カメ
ラが用いられるようになり、しかも分光器の小型化により小口径望遠鏡でも分光観測が可能になってきている。
本研究では小口径望遠鏡に CCD 分光器を取り付け、輝線スペクトルを出すセイファート銀河（活動銀河核）の分光観
測を試みた。そして同定した輝線スペクトルから赤方偏移と銀河の後退速度を求めたので報告する。
1-2 セイファート銀河
銀河には中心核から銀河全体よりも大きなエネルギーを放射する活動銀河と呼ばれるものがある。中でも活動銀河
の一種であるセイファート銀河は可視光域に輝線（許容線や禁制線)を示す。輝線の幅から 1 型と 2 型に分類され、半値
幅が広いほうを 1 型セイファート銀河、半値幅の狭いほうを 2 型セイファート銀河としている。
2. 観測天体
本研究で観測した天体の諸量は以下のとおりである(A.Hirshfeld and R.W.Sinnott 1985 , Arthur N.Cox 1999)。
Nam e
Const
Class
Type
α (2000)
δ (2000)
Redshift
RV
V
M essier
NGC1068
Cet
sy2
Sb
02 42 41
-00 00 47
0.003
1134
10.8
M77
NGC3034
UMa
starburst
IrrⅡ
09 55 48
+69 41
0.001
388
8.4
M82
NGC4151
CVn
sy1
Sa
12 10 33
+39 24 21
0.003
1002
11.9
Table1 観測天体の諸量
(Name：NGC 番号、Const：星座名、Class：活動銀河の分類、
Type：ハッブル分類、α・δ：赤経・赤緯、Redshift：赤方偏移、RV：後退速度、V：V 等級、Messier：メシエ番号）
3. 観測装置と方法
3-1 観測装置
3-2 方法
望遠鏡：C12(CELESTRON D=280mm,f=2800mm,F/10)
2007 年 11 月 2 日、7 日、12 月 14 日、26 日、2008 年 1
赤道儀：NJP（タカハシ)
月 15 日、1 月 27 日の 6 夜にわたり 21 号館屋上の田辺研
赤道儀制御ソフト：Telescope Tracer 2000(タカハシ)
究室天文台において CCD 冷却温度-10℃で観測を行った。
分光器：DSS-7(SBIG)
目的天体に対しそれぞれ 180 秒間露出し分光データを得
CCD カメラ：ST-402(SBIG)
た。また得られたスペクトル線から夜光を引き算するために
CCD 制御ソフト：CCDOPS Ver5.4.1(SBIG)
目的天体をスリットから外し、同じ露出時間で空(Sky)の分
光データもそれぞれ求めている。
4. 観測結果
2000
観測結果の一例として NGC4151 の可視スペクトルを示す。
5023
1500
分光データ処理には CCDOPS Ver5.4.1、分光ソフト SPECTRA
（SBIG）、Excel（Microsoft)を用いている。許容線では水素の
強度
バルマー系列輝線である Hα、禁制線では[OⅢ]が 2 本確認
1000
4974
6585
500
できた。この値から赤方偏移 z = (3.5 ± 0.3) × 10 −3 、後退速度
は (1.04 ± 0.08) × 10
3
km / s となり文献値と良い一致が得ら
れた。当日の発表ではその他の銀河についても赤方偏移と後
0
-500
3500
退速度ならびにそれらの精度についても報告する予定である。
4000
4500
5000
5500
6000
6500
7000
7500
波長(Å)
Fig.1 観測された NGC4151 の可視スペクトル
（参考文献）Alan Hirshfeld and Roger W.Sinnott, Sky Catalogue 2000.0 Vol.2, (Sky Publishing Corporation, 1985)
Arthur N.Cox, Allen’s Astrophysical Quantities, (Springer, 1999)
A.E.Roy and D.Clarke, Astronomy, (Institute of Publishing, 2003) 第 19 章
谷口義明・岡村定矩・祖父江義明, 銀河Ⅰ－銀河と宇宙の階層構造,（日本評論社, 2007）第 4 章
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